
いちごドリルプリント

平安時代 名前

問1 平安時代中期、宮廷に仕えた女性である紫式部によって執筆された、貴族社会を舞台とする世界的に有名な長編小説は何か、名称を答えなさい
。 （2024年 千葉県公立入試 類似）

1. 徒然草 2. 枕草子 3. 源氏物語 4. 古事記

問2 11世紀の前半、藤原道長やその子の頼通の時期に全盛期を迎えた「摂関政治」の仕組みについて、最も適切な説明を選んでください。 （2024年

大阪府公立入試 類似）

1. 天皇の母方の親戚にあたる藤原氏
が、摂政や関白の職を独占して政治
を行った。

2. 位を退いた上皇が、天皇に代わっ
て院庁で政治の実権を握った。

3. 有力な武士団が天皇の護衛として
朝廷に入り、政治の役職を占めた。

4. 地方の豪族が国司を追い出し、独
自の領地を支配して朝廷に対抗した
。

問3 平安時代末期、白河上皇の邸宅跡からは当時の高度な文化を示す青磁などが発掘されています。このように、天皇が位を譲った後も「上皇」と
して自らの居所で政治の実権を握り、天皇に代わって政治を執り行う形態を何と呼びますか。 （2024年 栃木県公立入試 類似）

1. 武家政治 2. 合議制 3. 院政 4. 摂関政治

問4 8世紀から9世紀にかけての日本および世界の情勢に関する記述として、最も適切なものを選びなさい。 （2016年 大分県公立入試 類似）

1. 日本では墾田永年私財法によって
土地の私有が認められるようになり
、その後平安京への遷都を経て、大
陸の情勢変化を受け遣唐使が廃止さ
れた。

2. 新羅が朝鮮半島を統一したのと同
時期に、日本にはじめて稲作が伝来
し、その記念として遣唐使の派遣が
始まった。

3. フランス革命や産業革命などの資
本主義の動きが活発化した時期に、
日本では平安京の建設が行われ、遣
唐使が盛んに派遣された。

4. 卑弥呼が中国の魏に使いを送った
時期と同時期に、イスラム教が成立
し、それを受けて日本は平安京への
遷都を決定した。

問5 8世紀末、奈良の平城京で強大になった仏教勢力の影響を断ち切り、天皇を中心とする政治を立て直すために、都を現在の京都市にあたる平安京
へと移した人物は誰ですか。 （2025年 和歌山県公立入試 類似）

1. 白河上皇 2. 推古天皇 3. 桓武天皇 4. 聖武天皇

問6 平安時代末期、地方における武士の台頭や浄土信仰の広がりを背景に、東北地方の平泉で独自の文化が栄えました。この文化において、奥州藤
原氏が極楽浄土の様子を地上に再現しようとして建立した建築物を選びなさい。 （2023年 大阪府公立入試 類似）

1. 唐招提寺金堂 2. 中尊寺金色堂 3. 東大寺大仏殿 4. 平等院鳳凰堂

問7 平安時代の中期、遣唐使の廃止などを背景に、日本の風土や生活に合わせた「国風文化」が生まれました。この時代に、漢字を簡略化したり一
部を用いたりして考案された、日本語の音を表記するための文字を何といいますか。 （2016年 京都府公立入試 類似）

1. 甲骨文字 2. 梵字 3. かな文字 4. 万葉仮名

問8 平安時代の文化は、時期によって異なる特色が見られます。最澄による天台宗の開教、かな文字の発達に象徴される国風文化の隆盛、奥州藤原
氏による中尊寺金色堂の建立という3つの事象を、起こった時期の古い順（初期・中期・末期）に並べた組み合わせとして正しいものを選びなさ
い。 （2023年 大阪府公立入試 類似）

1. 中尊寺金色堂の建立 →
国風文化の隆盛 → 天台宗の開教

2. 天台宗の開教 →
中尊寺金色堂の建立 →
国風文化の隆盛

3. 国風文化の隆盛 → 天台宗の開教
→ 中尊寺金色堂の建立

4. 天台宗の開教 → 国風文化の隆盛
→ 中尊寺金色堂の建立

問9 平安時代の中期に藤原道長や藤原頼通が全盛期を築いた、摂政や関白による政治の仕組みに関する説明として、最も適切なものはどれか。
（2023年 岩手県公立入試 類似）

1. 退位した天皇が、新しい天皇の後
見人として政治を動かす仕組みを作
った。

2. 武士の力を背景に、地方の荘園の
管理を徹底することで勢力を伸ばし
た。

3. 天皇の母方の祖父などの立場で、
政治の重要な決定権を独占した。

4. 律令に基づき、天皇が自ら直接的
に全国の民衆を支配する仕組みを強
化した。

問10 平安時代中期の「国風文化」において、日本の気候や風土に合わせて発展した建築様式の説明として、最も適切なものを選びなさい。 （2025年

滋賀県公立入試 類似）

1. 中心の建物から廊下を伸ばし、庭
園の池を見渡せる開放的なつくり

2. 急な傾斜の屋根を持ち、屋根裏で
養蚕を行うことができる山間部のつ
くり

3. 畳を敷き詰め、障子やふすまで部
屋を細かく仕切った実用的なつくり

4. 外敵の侵入を防ぐために石垣や堀
をめぐらせ、壁を厚くした堅牢なつ
くり

問11 平安時代中期に貴族の間で発達した「国風文化」における生活様式の変化について、建築と衣服の観点から説明したものとして正しいものはど
れですか。 （2016年 秋田県公立入試 類似）

1. 建築では仏教儀式を独占するため
の寺院建築のみが発達し、衣服では
庶民と同じ麻布の着物が推奨された
。

2. 建築では大陸の様式をそのまま取
り入れた壮大な石造建築が、衣服で
は活動的な胡服が主流となった。

3. 建築では日本特有の寝殿造が、衣
服では男性の正装である束帯や女性
の十二単などが用いられるようにな
った。

4. 建築では禅宗の影響を受けた書院
造が、衣服では武士の礼装である直
垂や素襖が一般的となった。

問12 794年に桓武天皇によって平安京が造営されてから約400年間続いた時代において、優れた学識を持ち、のちに山口県の防府天満宮などで「学問
の神様」として祀られるようになった人物は誰ですか。 （2023年 鳥取県公立入試 類似）

1. 足利義満 2. 聖徳太子 3. 菅原道真 4. 藤原道長

問13 平安時代中期、社会への不安や「仏教の教えが正しく伝わらなくなる時期が来る」という末法思想が広まるなかで、阿弥陀如来にすがって「南
無阿弥陀仏」と唱えることにより、死後に苦しみのない世界へ生まれ変わることを願う信仰が流行しました。この信仰の名称として正しいもの
を、次の選択肢から選びなさい。 （2022年 新潟県公立入試 類似）

1. 阿弥陀如来の力によって極楽浄土
への往生を願う浄土信仰

2. 厳しい修行や座禅を通じて自らの
力で悟りを開こうとする禅宗

3. 聖武天皇の時代に国家の平穏を祈
って各地に建立された国分寺の信仰

4. 空海が中国から伝え、山の中での
修行を重視した真言宗


